
③ 令和６年４月１日現在

％

％
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今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

検証中

建替え等の
実施時期（見込）

　　　　　　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（令和５年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者

数）
91 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）                5.4 ％

主な代替・類似施設 みやづ歴史の館（平成12年、収容286人）

地域性
丹後地域（京丹後市、与謝野町、宮
津市）
兵庫県北部（豊岡）

年齢層 シニア（50代～70代）　小中高校生

用途
コンサート、古典芸能、映画、舞台発
表会

延床面積コスト
（令和５年度）

１㎡あたりｺｽﾄ
（指定管理支出計／延床面

積）
18,253 円

その他
（時期等）

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　730,000千円 （うち府費　千円、国庫補助　千円）

利
用
状
況

利用者数

R３年度 9,738 人

主要設備
利用率

（令和５年度）

ホール-22,766人

R５年度 27,122 人 ホワイエ-1,532人 5.3

ピーク時 昭和 61
年
度 53,420 人

利用率
算出方法

使用日数/稼働日数

利用者の特徴

0

計 5 5 0 0 0

37.2

R４年度 21,783 人
練習室1.2.3－
2,414人 18.1

その他（       ）

常勤 5 5 0 0 0
人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員

非常勤 0 0 0

うち府派遣 0 0 0 0 0

0

5,102 3,223 3,983

収 支 ▲ 5,101 ▲ 2,291 ▲ 48 94

備　　　　　　考

R3：ケロポンズファミリーコンサート・純烈コンサート・京都府文化団体等活動継続支援
事業
R4：和太鼓松村組京丹後公演・ぐっさんのハッピーオンステージ・京都府文化団体等活
動継続支援事業
R5：伊沢拓司講演会・夏井いつき句会ライブ・大阪交響楽団スプリングコンサート・京都
府文化芸術体験創出事業
R3～R5：優秀映画鑑賞推進事業「なつかしの映画上映会」・丹後映画大好き劇場３～４
本・京都写真芸術家協会展

9,318

そ の 他 収 入 2,050 2,000 6,412 4,000

33 150

物 件 費 12,253 7,511 10,410 13,074

自
主
事
業

支 出 合 計 12,253 7,514 10,443 13,224

人 件 費 0 3

収 入 合 計 7,152 5,223 10,395 13,318

利用料金収入

収 支 ▲ 3,961 ▲ 2,055 ▲ 2,528 0

備　　　　　　考

※「府支出額」欄に指定管理料以外のものが含まれる場合は、本欄に内容と金額を記
入すること。
※臨時的な収入や支出によって、年推移で増減している場合は、備考欄に要因を記載
すること。

そ の 他 収 入 35,603 30,994 35,874 41,236

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

2,050 2,000 2,463 0

収 入 合 計 41,179 39,880 45,441 51,522

利用料金収入 3,526 6,886 7,104 10,286

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 R３ R４ R５ Ｒ６予算

指
定
管
理

（
施
設
運
営

）
業
務

支　出　合　計 45,140 41,935 47,969 51,522

人 件 費 22,009 22,034 23,490 23,770

物 件 費 23,131 19,901 24,479 27,752

営業時間・営業日
営業
時間

9：00～22：00 休館日
毎週木曜日（祝日と重なるときは翌日の金曜
日）、12月28日～翌年1月4日

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

（公財）京都府丹後文化事業団（普通財産無償貸付）

指定・貸付期間 令和４年４月12日～令和７年４月11日 所在地 京丹後市峰山町杉谷1030番地

選定方法 単独 業 　種 府文化施設の運営

㎡

交通アクセス 京都丹後鉄道 宮豊線 「峰山駅」 下車徒歩５分

３室（和室１・洋室２） 3,400円/日（平日・午前～午後）

その他 楽屋４室、控室２室、喫茶コーナー ―

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府丹後文化会館

施
設
概
要

所  在  地 京丹後市峰山町杉谷1030番 設置年度 昭和55年度

設置目的
丹後地域における文化創造の場として、また芸術振興の拠点として芸術・文化を愛する人々の交流を
深め、より豊かな人間生活の向上に寄与する。

経過
丹後地域（丹後旧６町）における芸術文化振興の中核となる広域文化施設として、ホール・練習室など
持つ会館を建設

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

ホール 収容人数　1,000人　（固定席760） 88,000円/日（平日・午前～午後）

練習場

施設構造種別 鉄骨鉄筋コンクリート造 延床面積 2,627.97


